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観 光 学 科 の
カ リ キ ュ ラ ム

　

1
年
次
は
学
部
共
通
の
必
修
科
目「
観
光

学
概
論
」
を
通
じ
て
観
光
学
の
基
本
を
体
系

的
に
身
に
つ
け
、
大
学
で
の
学
び
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
す
。
理
論
と
具
体
的
事
例
か
ら
観

光
学
の
多
面
性
を
理
解
し
、
2
年
次
以
降
の

専
門
的
な
学
習
の
基
礎
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
1
年
次
に
履
修
可
能
な
選
択
科
目
と

し
て「
観
光
史
」「
観
光
事
業
論
」「
観
光
経
営

学
」が
開
講
さ
れ
て
お
り
、
観
光
学
の
専
門
的

な
科
目
を
早
期
に
学
ぶ
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
「
基
礎
演
習
」
で
は
徹
底
し
た
少
人
数
教

育
を
実
施
し
ま
す
。
1
年
次
か
ら
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
通
じ
て
、

自
ら
考
え
表
現
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
ま

す
。
ま
た
、「
観
光
学
概
論
」
と
の
連
動
に
よ

り
、
講
義
で
学
ん
だ
知
識
を
実
際
に
用
い
て

議
論
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。
意
欲
的
な
学
生
は
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
1
・
2
」
の
履

修
に
よ
り
、
海
外
協
定
校
で
の
短
期
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

2
年
次
以
降
は
よ
り
専
門
的
な
学
び
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。
観
光
学
科
で
は「
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
」
と「
地
域
づ
く
り
」
と
い
う
2
つ
の

柱
か
ら
科
目
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
」で
は
、「
経
営
戦
略
論
」「
ホ
テ
ル

経
営
論
」「
旅
行
産
業
論
」な
ど
が
、「
地
域
づ

く
り
」
で
は
、「
観
光
計
画
論
」「
地
域
経
済

学
」「
都
市
観
光
論
」な
ど
が
開
講
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
専
門
性
の
高
い
科
目
の
履
修
や
演

習（
ゼ
ミ
）
で
の
指
導
を
通
し
て
、
自
分
な

り
の
問
い
や
テ
ー
マ
を
立
ち
あ
げ
て
、
多
様

な
視
点
か
ら
考
察
で
き
る
力
を
養
い
ま
す
。

そ
の
成
果
は
4
年
次
の
卒
業
論
文
・
卒
業

研
究
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
実

社
会
で
生
き
抜
く
力
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

多様なテーマの寄付講座

　寄付講座は企業等の寄付によって開講される講座で、より実践的な内容を志向して

います。企業等の第一線で活躍される方を講師として招き、実際的な問題やその解決

策についての講義を行います。「観光ビジネス概論」（立教観光クラブ）、「交通産業特

論」（ANA総合研究所）、「観光地づくり」（公益財団法人日本交通公社）、「観光 IT戦

略論」（NTTデータ）が開講されており、「経団連インターンシップ」も日本経済団体

連合会による寄付講座です。

「GIS演習」
　コンピューターとインターネットの

発達した現代社会では、GIS（地理情報

システム）はあらゆる場面で活用されて

います。本授業はGISの基礎操作と地図

表現を学習し、観光統計や観光対象の立

地の地図化を習得します。

「施設・空間造形論」
　空間を包括的に捉え、機能や構成の変

化、演出技法や造形手法など建築を理解

するための視点を持てるようにします。

空間の構成要素としての建築のあり方

を学び、良好な環境を創り出す素養を身

につけます。

科
目
紹
介

観光ビジネス概論
交通産業特論

観光地づくり
観光IT戦略論

英語による科目 寄付講座科目
Introduction to Tourism1・2
Tourism Study 1 （Business） 
Tourism Study 2 （Society）

Tourism Study 3 （Destination）
Tourism Study 4 （Culture）
Current Trends in Tourism1・2

インターシップ科目
観光インターンシップA・B
長期海外インターンシップ
経団連インターンシップ

　さまざまな必修科目を通して、大学での学修の基本となるスキル
や方法論を身につけ、観光学の基礎知識を幅広く修得。観光をとり
まく多様な現象を産業・地域・経営との関わりの中で捉え、論理的
に分析する力を養います。

1 年 次  産業・地域・経営と
観光の結びつきを知る

　文献研究や現地調査、統計分析を通して、新しい観光ビジネス
や地域振興の姿を構想します。ホテル経営の講義・演習のほか、観
光や地域の現場で活躍する方々を招き、その実態や課題に触れる
科目も設けています。

2 年 次 観光ビジネス・地域事業の
実態を知り、解決策を探る

1年次 

● 演習（2年）A・B ● 演習（3年）A・B ●卒業研究指導A・B ●卒業論文

3年次 4年次2年次

● 観光経済学　
● 観光行動論 
● マーケティング
● 観光地経営論

● 観光政策・行政論
● 経営戦略論
● 観光計画論
● 観光施設論 

● 観光心理学
● 地域経済学
● ホテル経営論
● 旅行産業論

● 風土と観光
● 国際観光政策論
● 企業情報分析
● 外食産業論

● 観光交通論（鉄道等）
● 観光交通論（国際航空）
● 都市観光論
● 環境・景観論

● 都市計画論
● 地域経営論　
● 地域社会論
　　　　　　　　　　など

● グローバル・スタディ・プログラム1・2

● エコツーリズム論
● 市民参加とまちづくり
● 宿泊産業論
● ホテルアセットマネジメント論

● コンベンション産業論
● 経営財務論
● 都市型エンターテイメント論
● 政策評価論

● 観光関連法
● 旅行情報システム
● 農村観光論
● ヘリテージと観光

● 観光デザイン論
● 施設・空間造形論
● 観光リスクマネジメント
　　　　　　　　　　など

　より専門性の高い科目の履修を通じて、2年次までに培ってきた知識や能力に磨きをかけ、観光や地域づくりの現場で生きる実践応用力を身
につけていきます。主に「観光産業の経営」と「観光による地域活性化」という2つの視点から、旅行業・宿泊業・運輸業や地域の観光施策につい
て学び、現代社会における観光の役割とあり方を探究。新たな価値創造の可能性を探り、事業化していくための具体的な方策を検討します。

3 年 次・4 年 次 観光・地域づくりを通じて
新たな価値を創造するための具体策を検討

● 観光学概論　● 基礎演習 ● 観光史 ● 観光経営学　　　　● GIS演習　　　　など
● 観光事業論 
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